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繝集
発行国回町公民館

人 口 と 世 帯 数

男　　　5.783 人

女　　　6  .207人

計　　1  1 . 990人

世 帯数　2  . 6 3 1世 帯

46 ．7 ．1 現 在

県北中プ ール完成 (昭和46年度重点事業)

※４月20日起工した県北中学校プー

ルがこのほど立派に完成いたしま

した。何かとご協力いただきまし

て町民の杵様に厚くお礼申し上げ

ます。

※総事業費　　1  0 , 4叩,000 円

プール本体　 ア,150誚00円
給排水工事　3,020,000 円

電 気 工,事　　 円卵〕00円
附帯工事芍　　　75,000円

事
業
計
画

決

る

体
力
推
持
増
進
に
ふ
る
っ
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い

国 見 町 体 育 協 会
大　　　 会　　　 の　　　 部体育協会役員名

会　長

佐　藤　元　一

副会長

広　木　孝　安

夕
斎　藤　太　助

監　事

大和田　藤　吉

･ク．

紺 野 平二郎

野球部長

佐　藤　英　彦

卓球部長

八　巻　忠　一

バレーボーノレ部長

浅　野　　　守

剣道部長

奥　山　一　夫

山岳スキー部長

菅　野　正　二

行　　　　 事　　　　 名 期　　　 日 会　　場 備　　　　 考

夏　季　野　球　大　会 8月　　　22日県　 北　 中伊達選手権予選兼

伊達管内野理選手権大会 9月　　　19日保　 原　 町

秋　爭　野･ 球　大　会 10月　　　３日小坂小県北中 町 選 手 権

部 落 、 職 場 等 対 抗

－　　-=　l●●-　　･　-■･皿a四〃--
伊 達 選 手 権 予 選 兼

秋 季 町 民 ソ フ ト ボ ーノレ大 会 10月　　24 日

11月　　　３日

夕　　　　〃

国見町　卓球選手権大会 県　 北　 中

伊達管内卓球選手権大会 11月　　14 日保　 原　 町
I - ● - ㎜ - 　 　 　 　 ● 　 　 　 　 甲 ■ - ㎜
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ボ

ー
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レ
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ノく レ ー ボ 一 ノレ 大 会 12月　　19 囗藤田小県北中

県　 北　 中親　子　剣　道　大　会 1 月　　　　23 日

■■皿㎜　　　・　●皿ふ
2 月･-　　　　　--･　　　　　　　　　　　　　 ｉ ■　　　■桑 折　 国 見 合 同 剣 道 大 会

県　 北　 中
ス キ ー レ ク リ エ ー シ ョ ン 大 会 2月　　　13日小坂スキー場

諧　　習　　会　 ・　 そ　　の　　他

行　　　　事　　　　 名 期　　　 日 会　　場 備　　　　 考

卓　　 球　　 教　　 室 10月18～23 日県　 北　 中

卓　　 球　　 教　　 室 2月2 ～8 日県　 北　 中
ノく レ ー ボ ー ノレ 教 室 12月6 ～11日藤田小県北中 家 庭 、 革 ボ ーノレ

バ レ ー ボ ー ノレ 教 室
3 月13 ～18 日

- ■　　　　－　　a 畤　●■　　
’

毎 月 毎 週 水 曜 日

・　　　 ’四■--’-4　-　-･㎜㎜･,-
1 月3 ～6 目

藤田小県北中 タ　　　　　　　ク

剣　 道　 道　 場 藤　 田　/卜
一

一 一 ● － 　 － 　 －

剣　道　寒　げ　い　こ 藤　 田　 小

夏　　 山　　 登　　 山 8月　　　29日安達太良従走

秋　　 山　　 登　　 山 10月16～18日鳥　 海　　山

ス キ ー映 画 の タ ベ 11月　　20 日福 祉 セ ン タ ー

ス　 キ ｀゙ 一　 教　 室 1月　　　９日岳 ス キ ー 場

ス　 キ　 ー　 教　 室 2月　　　27日山 形 蔵 王

ス　 キ　 ー　 蔀し 室 3月　　 ５日次　 元　 台

くにみ



国
保
税
条
例
の
一
部
が

改
正
に
な
り
ま
し
た

今
般
地
方
税
法
の
一
部
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
と
、
年
々
上
昇

す
る
医
療
費
の
支
払
財
源
確
保

の
た
め
当
町
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
必
要
が
生
じ
ま

し
た
の
で
、
去
る
七
月
二
十
七

日
の
臨
時
町
議
会
に
そ
の
改
正

議
案
を
提
出
、
同
日
議
決
さ
れ

ま
し
た
。

今
回
の
改
正
で
保
険
税
の
課

税
最
高
限
度
額
を
年
税
額
五
万

円
か
ら
八
万
円
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
こ
の
改
正
の
理
由
は

医
療
費
が
毎
年
二
〇
％
以
上
も

増
嵩
し
て
い
る
の
に
保
険
税
の

課
税
限
度
額
が
昭
和
三
十
六
年

度
か
ら
十
年
間
も
の
長
い
間
依

然
と
し
て
五
乃
円
の
頭
打
ち
で

は
、
こ
の
事
業
の
円
滑
な
運
営

が
で
き
な
く
な
り
、
か
つ
納
税

者
間
の
均
衡
を
欠
く
か
ら
い
が

あ
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
で
本
年

度
の
保
険
税
第
一
期
分
は
ま
だ

所
得
割
額
の
算
定
基
数
が
適
確

に
把
握
で
き
な
い
時
期
の
た
め

保
険
税
条
例
の
規
定
に
よ
り
前

年
度
課
税
額
の
四
分
の
一
の
額

を
暫
定
賦
課
い
た
し
ま
し
た
が

八
月
納
期
の
第
二
期
で
本
年
度

保
険
税
の
本
算
定
を
行
な
い
年

税
額
を
算
出
の
上
、
各
被
保
険

者
に
そ
の
明
細
を
お
知
ら
せ
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

従
っ
て
前
年
の
所
得
が
著
し

く
伸
び
た
方
は
、
今
回
の
保
険

税
条
例
の
一
部
改
正
に
よ
り
課

税
最
高
限
度
額
が
五
万
円
か
ら

八
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
褪

係
上
、
第
二
、
第
三
、
第
四
期

分
け
保
険
税
額
が
急
上
昇
す
る

か
と
存
じ
ま
す
が
、
国
保
事
業

の
重
要
性
を
篤
と
御
理
解
頂
き

保
険
税
の
納
期
内
完
納
に
は
特

段
の
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

又
保
険
税
の
税
率
は
次
の
と

お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

所
得
割
額
「
百
分
の
二
、
四
二

」
を
「
百
分
の
二
、
四
六
」

に

資
産
割
額
「
百
分
の
三
〇
、
三

〇
」
を
「
百
分
の
二
九
、
八
八

」

に
被

保

険
者

均

等
割

額

一
人

当

た
り

コ
一
、
三

五

五
内

卜

を

勹

一
、
’
七
八
〇

円

」

に
、

世
帯

別

平

等

割
額

一
世

帯
当

た

り
「

四

、

一

九
六

円
一

を
「

四

、

七

七

三
円

」

と
そ

れ

ぞ
れ

改
正

さ

れ

ま

し

た
。

以

上

改

正
の

要

点

を
申
し

上

げ

ま
し

た

が
、

な

お
詳

し

い
こ

と

は
役

場

税

務
課

に

お
た

ず

ね
下

さ
い

。

私
た
ち
に
は
戸
籍
が
あ
り
ま
す

わ
が
国
の
戸
籍
制
度
が
全
国

的
に
施
行
さ
れ
た
明
詒
五
年
二

月
一
日
か
ら
、
今
年
で
ち
ょ
う

告
白
年
に
な
り
ま
す
。

こ
の
戸
籍
制
度
は
世
界
に
誇

り
う
る
日
本
の
大
き
な
財
産
で

す
。
こ
れ
を
擺
会
庄
戸
籍
に
つ

い
て
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け

ま
し
ょ
汽ノ
。

イ
　

”

④

私

た

ち

に

は

戸

籍

が

あ

り

ま

す

。

こ

戸

籍

は

私

た

ち

日

本

国

民

の

登

録

で

す

。
。

土

戸

籍

の

仕

事

は

全

国

の

市

区

町

村

で

取

り

扱

っ

て

お

り

ま

す

。

や

各

人

の

戸

籍

の

あ

る

と

こ

ろ

を

Ｔ

不

籍

」

と

い

い

ま

す

。

米

自

分

の

本

籍

（

戸

籍

の

あ

る

゛
番

地

）

を

正

し

く

お

ぽ

え

て

お

き

ま

し

ょ

う

ノ

④

あ

な

た

の

家

族

関

係

は

戸

籍

で

証

明

さ

れ

ま

す

。

米

相

続

の

場

合

や

各

種

年

金

を

受

け

る

場

合

な

ど

に

は

、

家

族

関

係

水

証

明

す

る

資

料

と

し

て

、

戸

籍

が

重

要

な

役

割

を

果

た

し

ま

す

。

そ

の

他

入

学

、

就

職

、

各

種

の

取

引

な

ど

を

す

る

場

合

に

土

戸

籍

が

利

川

さ

れ

て

い

ま

○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‘
£；

す

’゙
　
　
　
　

イ
　

・

慝

戸

籍

の

全

部

を

写

し

か

も

の

を
戸
籍
謄
本
、
心
要
な
部
分

だ
け
写
し
た
も
の
を
戸
籍
抄

本
と
い
い
ま
す
。

④
戸
籍
の
し
く
み

戸
籍
は
一
組
の
夫
婦
と
そ
の
子

ど
も
を
単
位
と
七
て
作
ら
れ
ま

す
。
子
が
生
れ
る
と
、
そ
の
子

は
父
母
の
戸
籍
に
入
り
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
子
加
成
長
し
結
婚

す
る
と
、
父
母
の
戸
籍
か
ら
出

て
新
し
く
夫
婦
の
戸
籍
が
作
ら

れ
る
の
で
す
。

④
届
出
は
正
し
く
す
み
や
か
に

こ
戸
籍
は
国
民
の
屈
出
に
基
づ

い
て
記
載
さ
れ
ま
す
。

米
正
確
な
届
出
は
正
し
い
戸
籍

を
作
り
ま
す
。

や
赤
ち
ゃ
ん
が
生
れ
た
ら
十
四

日
以
内
に
届
け
出
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

※
ど
ん
な
に
盛
大
な
結
婚
式
を

あ
げ
て
も
結
婚
の
届
出
を
し

な
け
れ
ば
法
律
の
上
で
は
正

式
の
夫
婦
と
ぱ
い
え
ま
せ
ん

挙

式

の
日

に
結

婚

の
届

出
を

し

ま
し

ょ
う

力・

亊
養

子

縁

組
の
場

合

も
同

じ

で

す

。
　

７

④

わ

が
町

の
戸

籍
に

つ

い
て

米
わ

が
町

で
は

住
民
課

住

民

係

言

戸
籍

の
仕

事
を

扱

っ
て

お

り

ま
す

。

（

昭
和

四

六
、

七
、

一
現

在
）

国

見

町

の

本
籍

数
（
戸

籍
の

数
）

四
、

三

八
〇

国

見
町

本

籍
人

口
（

本

籍
を

有

す

る
人

の

数
）

二
（

、

二

二
九

一
年

間

に

交

け
す

る
枚

数

（

昭

和
四
十

五
年

度
）

戸

籍

謄
本
　
　
　

四

、

八
〇

六

戸

籍
抄

本
　
　
　

二
、

三
三

三

住

民

票
　
　
　

二
、

九
一

〇

印

鑑

証
明
　
　
　

四

、

九

コ

エ

そ

の

他
　
　
　
　

三
九

二

一

年
間

の

主

息

戸
籍

の
届

出

ぱ

窓

口

で
受

け
け

た

数
（

上
）

他

の

市
町

村

か
ら

送
付

分
（
下
）

旧
年
年
余
の
証
書
授
与

国
見
町
の
国
民
年
金
「
1
0年
年
金
」
の
証
書
授
与
式
が
七
月

十
六
日
午
前
十
時
か
ら
役
場
町
長
室
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

1
0年
年
金
は
三
十
六
年
に
国
民
年
金
が
発
足
し
た
際
、
5
0才

か
ら
5
5才
の
沐
で
1
0年
掛
金
を
か
け
れ
ば
老
令
年
金
を
受
け
取

れ
る
任
意
加
入
の
年
金
で
、
国
見
町
に
は
三
百
人
の
加
入
者
が

あ
り
ま
す
。

証
書
授
与
式
に
は
第
一
回
の
支
給
に
該
当
す
る
、
八
島
博
さ

ん
、
村
上
（

ル
さ
ん
、
高
橋
ク
ケ
さ
ん
、
木
村
平
吉
さ
ん
、
鈴

木
ヨ
シ
ノ
さ
ん
の
五
人
が
代
表
と
し
て
出
席
、
町
長
か
ら
証
書

を
受
け
取
り
ま
し
た
。

八
島
さ
ん
ら
は
、
「
1
0年
前
は
半
信
半
疑
砲

っ
た
が
年
金
を

い
た
だ
い
て
非
常
に
う
れ
し
い
。
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

年
金
額
は
六
万
円
で
、
旧
年
間
納
め
た
保
険
料
の
総
額
は
二

万
五
千
八
百
円
と
な
っ
て
お
り
有
利
な
年
金
と
い
え
ま
塗
。

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

（
七
月
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
　
　

敬
称
略
す
）

死
亡
［
り

氏
　
’`
　
　名
　

年
令
　

住
　
　
　
　

所

６
、
3
0
　佐
藤
　

三
郎
　
　
4
9
　
　
徳
江
　
東
原
９

ア

４
　

広
居
　
永
一
　
　
4
6
　
　
森
山
　

中
ノ
目
5
7

々

４
　

樋
口
　
夕
子
　
　
7
3
　
　
森
山
　

宮
前
辟

ク

５
　

佐
藤
ア
キ
ョ
　
　
5
8
　
　
貝
田
　

寺
脇
司

プ
1
0
　
徳
江
　

正
治
　
　
2
2
　
　
藤
田
　

北
5
5

々
2
0
　
阿
部
　
（

ク
　
　
9
0
　
　
石
磴
田
　
弁
天
沢
5
2

ク
2
1
　
寺
島
　
常
助
　
　
2
3
　
　
塚
野
目
　
金
屋
旧

々
2
5
　
半
沢
力
子
ヨ
　
　
7
3
　
　
大
木
戸
　
馬
場
２
の
Ｉ

ク
2
5
　
佐
藤
。
竹
治
　
　

乃
　
　

藤
田
　

観
月
台
！
の
3
3

ク
2
9
　
八
島
卜
こヽ
ヨ
　
　
　
4
9
　
　藤
田
　

麹
町
二
、９

”
2
9
　
宍
戸
　

ナ
カ
　
　
8
7
　
　
石
磴
田
　
樋
口
3
8



出
生
届
　
　

二
四
九
　

コ
一
三

婚
姻
屏
　
　

一
〇
六
　

二
四
四

死
亡
届
　
　

一
〇
五
　
　

二
〇

千
の
他
　
　
　

八
三
　
　

九
三

回
戸
籍
に
つ
い
て
の
御
相
談
は

役
場
住
民
係
へ
お
気
が
る
に
お

た
ず
ね
下
さ
い
。

電
話
で
わ
か
る
こ
と
は
電
話
で

の
ご
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

電
話
二
一
一
一
有
線
四
一
六
一

史
跡
探
訪
な
ど
み
ん
座
で
や
ろ
う
力・

郷
土
史
研
究
会
生
ま
る

「
愛
町
、
愛
郷
は
ま
ず
ふ
る
さ

と
を
知
る
こ
と
か
ら
・：
」
と
、

町
の
有
志
が
相
会
し
、
た
び
た

び
発
起
入
会
を
開
い
て
会
則
そ

の
他
の
顏
備
を
進
め
、
去
る
七

月
三
十
日
午
前
九
時
か
ら
福
祉

セ
ン
タ
ー
講
堂
で
結
成
総
会
を

開
き
、
国
見
町
郷
土
史
研
究
会

が
誕
生
し
た
。
　
　
　
　
　
　

こ

Ｉ
当
げ
出
席
者
は
約
六
十
名
宛

起
人
を
代
表
し
て
佐
藤
公
民
館

長
か
ら
趣
旨
の
説
明
、
鈴
木
嘱

託
か
ら
こ
れ
ま
で
の
経
過
報
告

を
し
た
の
も
、
佐
藤
館
長
司
会

で
協
議
に
入
る
。
満
場
一
致
で

規
約
を
承
認
し
、
役
員
選
出
を

諮
る
。
ま
ず
各
方
部
か
ら
別
記

の
よ
う
な
理
事
を
選
出
し
、
次

に
各
方
部
二
名
ず
つ
の
選
考
委

員
に
よ
っ
て
会
長
、
副
会
長
監

事
を
選
ぶ
。
事
業
計
画
な
ら
び

に
予
算
は
理
事
会
を
開
い
て
決

定
す
る
こ
と
に
し
て
議
事
を
終

り
、
次
に
記
念
講
演
に
う
つ
る

福
島
商
業
高
校
吉
田
勇
先
生
か

ら
「
郷
土
史
研
究
の
ね
ら
い
と

方
法
」
に
つ
い
て
約
一
時
間
有

益
な
話
を
き
い
て
閉
会
し
た
。

尚
、
当
日
現
在
の
会
員
数
は

百
十
七
名
（
会
費
納
入
者
）

○
役
員
は
次
の
と
お
り

会
　
長
　
　

早
田
　
　

盛

副
会
長
　
　

佐
藤
善
次
郎

理
　

事
　
　
小
野
寺
省
二
　

野

村
隆
一
　

菅
野
正
明
　

後
藤
清

奥
山
亀
一
　
奥
山
福
太
郎
　

古

内
清
作
　

吉
田
栄
作
　

高
木
幸

作
　
佐
藤
百
左
工
門
　

松
浦
権

次
郎
　

佐
久
間
左
七
　

近
野
稔

佐
藤
新
七
　
佐
野
市
郎
　

高
橋

め
記
　
松
浦
喜
一
郎
　

八
島
栄

一
　
星
野
庄
之
助
　
新
井
玄
竜

佐
藤
喜
二
郎
　

鈴
木
与
平
　
渡

部
正
俊
　

菅
野
康
雄

監
　

事
　
　

藤
田

勝
衛
　

佐

久

間

直
次

事

務

局
　
　

鈴

木

美
一
　

佐

野

貞
治
　

中

村

菊
永

○

事

業
計

画

次

の

と
お
り

（

八

月

九
日

役

員
会

で

決
定

）

匸

講
演

会

二
回

二
、

文
化

財

読

本
研

究
会

三

回

三

、

史
跡

探

訪

二
回

四
、
古
文
書
解
読
講
習
会
一
凹

五
、
文
化
財
展
示
会
一
回

六
、
民
俗
資
料
調
査

七
、
会
報
発
行
二
回

八
、
発
掘
現
場
現
地
研
修

九
、
お
く
の
細
道
探
訪
会

○
入
会
歓
迎

会
費
三
百
円
を
添
え
て
前
記

役
員
に
申
込
め
ば
よ
い
。

老
人
介
護
人
を
募
集

一
時
的
な
病
気
で
、
日
常
生
活
に
支
障
の
あ
る
お
と
し
よ
り

の
お
世
話
を
す
る
「
老
人
介
護
人
派
遣
事
業
」
を
実
施
す
る
た

め
町
で
は
次
に
よ
り
介
護
人
の
方
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

介
護
を
得
ら
れ
ず
、
ひ
と
り
暮
し
の
気
の
毒
な
老
人
の
幸
の

た
め
す
す
ん
で
応
募
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
、
応
募
期
限
　
　
　
　

九
月
十
日
（
金
）

一
、
申
し
込
み
場
所
　
　

役
場
圧
民
課
福
祉
係

一
、
募
集
人
員
　
　
　
　

若
干
名

一
、
介
護
の
内
容
　
１
食
事
の
世
話
　
２
住
居
の
掃
除
　
３
身

の
ま
わ
り
の
世
話
　
４
生
活
必
需
品
等
の
買
物
　
５
病
院
等

と
の
連
絡

气

手
当
一
日
（
お
お
む
ね
八
時
閧
）
　一
、
〇
五
〇
円

半
日
の
場
合
　
五
二
五
円

一
、
従
事
日
数
月
二
日
程
度
　
　
　
　
　
　
　

卜

詳
し
く
は
住
民
課
福
祉
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
ん
ど
は
森
山
古
墳
の
発
掘
調
査

区
民
み
ん
座
で
刈
払
い

森
山
長
栄
寺
の
裏
山
に
古
墳

が
あ
る
。
中
世
紀
の
古
墳
と
し

て
県
北
地
方
に
珍
し
く
町
史
綢

箍
に
あ
た
り
ぜ
ひ
そ
の

匸
ペ
ー

ジ
を
飾
り
た
い
と
い
う
の
で
、

関
怦
倡
の
ご
了
解
と
ご
協
力
を

う
け
て
発
掘
調
査
を
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

調
査
は
、
福
大
考
古
学
会
員
の

手
で
、
今
月
二
十
一
囗
か
ら
Ｉ

週
間
の
日
程
で
行
な
わ
れ
る
が

そ
の
前
に
、
森
山
区
総
代
や
寺

院
総
代
の
人
た
ち
二
十
余
人
出

動
し
て
立
木
の
伐
払
い
に
奉
仕

し
た
。
十
、
十
一
日
の
両
巳
三

十
何
度
と
い
う
猛
暑
の
中
で
の

伐
採
作
業
は
原
爆
記
念
日
を
倨

ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ

た
。

’
尚
。
二
十
一
日
か
ら
二
十
七

日
ま
で
の
発
掘
作
業
中
は
町
民

の
見
学
を
大
歓
迎
す
る
。

館
跡
言
二
十
四
）
の

分
布
状
況
を
調
べ
る

町
史
編
纂
室
で
は
資
料
収
集

の
一
つ
と
し
て
舘
跡
の
分
布
調

査
を
し
た
。
わ
が
国
見
町
内
に

は
、
藤
田
城
、
石
毋
田
城
、
塚

野
目
城
な
ど
中
世
紀
の
武
将
の

居
城
と
し
て
天
下
に
知
ら
れ
、

す
で
に
史
家
の
研
究
の
対
象
と

な
り
、
各
種
図
書
に
も
そ
の
名

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
ほ

か
、
た
く
さ
ん
の
舘
跡
が
の
こ

っ
て
い
る
。
大
き
な
土
塁
や
堀

を
め
ぐ
ら
し
た
、
※
壮
な
構
え

を
も
っ
て
郷
民
に
君
臨
し
て
い

た
こ
と
で
あ
る
う
と
想
像
さ
れ

る
こ
れ
ら
の
※
族
た
ち
、
い
つ

の
時
代
に
、
何
ん
と
い
う
人
物

が
す
ん
で
い
た
の
か
、
そ
し
て

当
時
、
ど
ん
な
役
割
り
を
果
し

て
い
た
の
か
、
そ
の
子
孫
は
現

在
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
こ

れ
ら
た
く
さ
ん
の
謎
を
秘
め
た

舘
跡
一
つ
ひ
と
つ
調
べ
あ
げ
る

こ
と
は
容
易
な
わ
ざ
で
ぱ
な
い

が
せ
め
て
そ
の
分
布
状
態
だ
け

で
も
後
世
に
の
こ
し
た
い
と
考

え
て
、
七
月
二
十
六
日
と
二
十

九
日
の
両
日
に
わ
た
り
、
福
島

大
学
教
授
小
林
清
治
先
生
と
梁

川
中
学
校
高
橋
健
一
先
生
に
依

頼
し
。
町
内
の
文
化
財
調
査
委

員
総
出
で
実
地
踏
査
を
し
た
。

農
地
開
発
や
宅
地
造
成
の
た
め

破
壊
さ
れ
て
は
い
る
が
、
ま
だ

ま
だ
原
形
が
の
こ
っ
て
い
る
。

わ
れ
ら
の
先
祖
、
わ
れ
ら
の
郷

土
の
歴
史
を
も
の
が
た
る
物
的

証
拠
と
し
て
こ
の
遺
跡
を
な
る

べ
く
こ
わ
さ
ぬ
よ
う
み
ん
な
で

努
力
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
今

回
確
認
し
た
舘
跡
は
次
の
号
で

お
知
ら
せ
す
る
。

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

（

七

月
中
出

生
届

を

さ
れ

た
方
　

敬

称
略

す

）

出
生
日
　

氏
　
　
　

名
　
親
名
と
続
柄
　
住
　
圀

６
、
1
8
　山
田
つ
な
子
　

靖
　
の
長
女
　

藤
田
　

堤
下
1
3

ク
2
1
　
後
藤
　
清
史
　
清
一
の
長
男
　
小
坂
　

塚
田
4
0の
２

々
3
0
　
宍
戸
　
　

香
　
太
重
郎
の
乙
男
石
磴
田
樋
口
2
2

7
1
　

奥
山
　
　
論
　

宏
　
の
長
男
　

藤
田
　

北
2
2

々

５
　
小
池
　

美
雪
　
章
子
の
長
女
　

徳
江
　

沼
田
４

々

９
　

武
田
　

吉
輝
　
繁
夫
の
長
男
　
山
崎
　

北
古
舘
８

″
1
0
　
佐
藤
　
克
彦
　
拓
三
の
長
男
　

藤
田
　

北
4
6

″
1
4
　
本
田
　
由
美
　
国
雄
の
長
女
　
石
磴
田
上
野
9
4の
３

ふ
1
4
に
曳
地
　
博
枝

。勝
行
の
長
女
　
山
崎
　

東
滝
山
８



明
治
学
級
だ
よ
り

萋
盛
会
た
っ
た

薬
草
研
究
会

七
月
二
十
三
日
午
後
一
時
半

か
ら
福
祉
セ
ン
グ
ー
で
行
わ
れ

た
薬
草
の
研
究
会
は
近
頃
に
な

い
盛
会
で
あ
っ
た
。
集
ま
る
者

百
三
十
余
人
、
老
人
子
ど
も
室

ぱ
満
員
、
講
師
長
尾
重
延
先
生

は
七
十
三
歳
と
い
わ
れ
る
が
今

な
お
か
く
し
や
く
と
し
て
、
歯

科
医
と
薬
局
を
営
む
か
た
わ
ら

各
種
社
会
事
業
に
尽
く
さ
れ
て

い
る
と
い
う
。
先
生
が
自
ら
山

野
を
ば
っ
し
ょ
う
し
、
永
年
か

か
っ
て
作
ら
れ
た
た
く
さ
ん
の

カ
ラ
ー
ス
ラ
イ
ド
を
写
し
な
が

ら
わ
か
り
よ
く
話
さ
れ
た
。
わ

れ
わ
れ
の
薬
草
研
究
も
こ
の
ま

ま
で
終
ら
ず
こ
の
つ
ぎ
ぱ
実
地

採
収
会
を
や
り
た
い
と
の
声
が

大
き
か
っ
た
。

（
写

宣（
　

薬
草

の

話

を
聞

く

明

治

学
級

生

）

④
九
月
は
二
十
五
日

九
月
は
老
人
福
祉
の
月
、
若

い
人
も
老
人
も
本
気
に
な
っ
て

老
人
問
題
を
考
え
よ
う
。
明
治

学
級
で
は
九
月
二
十
五
口
、
午

後
一
時
半
か
ら
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
学
習
会
を
開
く
。

△

テ

ー
マ
　

孤

独

と
の

斗

い
　

（

老
人

ク
ラ

ブ

と
老

人
学

級

を

考

え

よ

う
匸

△

講

師
　

保
原

公

民
館

主

亊
　

高

橋
　

好

先

生

明
治
学
級
で
油
絵
寄
贈

去

る
三

月

二
十
日

修

了

式
を

終

っ

た
明

治
学

級

生
た

ち

、

わ

れ

わ
れ

が
楽
し

く
、有
益

な

勉

強

を

さ
せ
て

も
ら

っ

て
い

る
公

民

館

に

対
し

、
謝

恩

の
意

味

で

何

か
記

念

品
を

寄
付

し

よ

う

と
い

う
こ

と
で

一
人

三

百
円

ず
つ

の

募

金
を

す

る
こ

と
に

な

っ

た
。

こ

れ
に

対
し
学

級

生

た

ち

ぱ
よ

ろ
こ

ん
で

募

金
に

応

じ
、

中

に

は

五
百
円

千
円

と
気

ぱ

る
も

の

お
り

、
又

こ

の
美

挙

に

感
激

し

て

刪
わ

か
し

も
仲

間

に
入

れ

て

く

れ
」

と
寄

付
を

申
し

出

る
部

外
者

も
あ
っ

て
、

た

ち

ま
ち

予

定

の
五
万

円

を
突

破
し

た
。

さ

て
こ

の
・金

て

何
を

買

う

か

と
み

ん

な
で
協

議

し
た

結
果

、

洋

画

で

も
と

い
う

こ

と
で

前

の
県

北

中
学

校

教
頭

の
清

野

茂
先

生

に

相
談

し

た
。

何
し

ろ

一
号

只

ガ
キ

ー
枚
分

の
大

き

さ
）

何

万

円

と
い

う
世

の
中

で
、

五

万
円

の
小

額
で

は

何
と

も

な
ら

な

い

こ

と
は
承

知

の
上

で

、
お

願

い

し

た
と
こ

ろ

、
お

金

ぱ
い

ら

な

い
、

一

番
大

き
な

（
百

夛
Ｊ

絵

ど

れ
で

も
よ

い
か

ら

持

っ
て

い

き

な
さ

い
と

い
わ

れ

た
。

永

年

お

世
話

に
な

っ

た
国
見

町

に

協

力

し
よ

う

と
の
清

野

先

生

の
ご

好

意
に

対
し

学
級

生
一
同

心

か

ら

感
謝

し
て

い
る
。

学

級
で

は

あ

り

か
た

く

｝
」
れ
を
頂

戴

し
て

り

っ

ぱ
な
額

に

収

め
、

近

く

セ

ン

タ

ー
の

一
角

に

掲
げ

る

こ

と

に

な

っ
て
い

る
。

後
藤
さ
ん
は
造
花

鳥
取

の

後
藤

ゆ

ん

さ
ん

は
明

治

学

級
開

始
以

来

の
熱

心

な
生

徒

の

一
人

で

あ
り

、
方

部
役

員

と
し

て
丸

大
活

躍

を
し

て

い
ら

れ

る

が
、
去

る
七

月

六
・

｀
七
日

行

わ

れ

た
研

修
旅
行

浜

の

旅
に

健

康

の
都

合

で
参

加
で

き

な

か

っ
。た

の
を

非

常
に

残

念
に
思

い

そ

の

う

め
合

わ
せ

の
意

味
で

、

旅
行

費

と
し

て

用

意
し

て

お
い

た
金

に

さ
ら

に
た

し

ま
え
し

て

、匸

」
の
ぽ

ど

み
ご

と
な

演

壇
用

造

花
雀

セ

ン

タ

ー
に
寄

付

さ

れ

た
ノ
に
…
…ｙ
＼

、

奨
学

資
金

に
　
一
呂

、
呂
つ
円

新
人
議
員
さ
ん
寄
付

四

月

二
十

五
日

に
行

な

わ
れ

た

町
会

議

員
選

挙

で
当

選

さ
れ

た

新
人

議

員

さ
ん

九
名

が
、

町

奨

学

資
金

に

と
歳

費
の

Ｉ’
部

を

寄

付
し

た

も

の
。
町

で

は
早

速

育

英
特

別

会
計

に

組
入

れ
、

育

英

事

業
に

役

立
て

る
事

に
い

た

し

ま
し

た
。
寄

付

さ

れ
た
方

々

賀

藤
貞
　

佐
藤

忠
美
　

斎
藤

勘

吉
　

菊

地

久

志
　

佐
藤

豊
蔵

宍
戸

三
郎
　

菅
野

正
明
　

林
元

治
　

菊

地
太

三
（
順
不

同

敬
称

略

）

第
二
回
鈴
虫
大
会

次
に
よ
り
開
催
い
た
し

ま
す
の
で
同
好
者
多
数
の

ご
出
品
を
お
待
ち
い
た
し

ま
す
。

な
お
鈴
虫
ご
希
望
の
方

は
古
川
要
吉
さ
ん
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

一
、
期
日
　
九
月
五
、
六
日
（

前
日
夕
刻
搬
入
を
受
付
ま
す

二
、
会
場
　
福
祉
セ
ン
タ
ー

三
、
会
費
　
金
二
百
円
也

四
、
出
品
方
法
　

透
明
な
容
器

（
小
型
金
魚
鉢
）
に
オ
ス
五

尾
メ
ス
ニ
尾
　
計
七
尾

五
、
審
査
員

福
島
鈴
虫
会
長
　
安
斎
先
生

霊
山
町
　
　

岡
崎
　

佐
替
氏

国
見
町
長
　
関
口
　

道
孝
氏

公
民
館
長
　
佐
藤
善
次
郎
氏

六
、
賞
品

読
売
新
聞
社
杯
一
位
～
五
位

参
加
賞
　

伊
達
中
失
信
用
金

庠
賞

七
、
鈴
虫
寄
付
先
　
藤
田
病
院

藤
田
駅
　
貝
田
駅

八
、
主
催
　
秋
声
会

後
援
　
読
売
新
聞
社

ク
　
　
国
見
町
公
民
館

ク
　
　
伊
達
中
央
信
用
金
庫

あ
つ
か
し
俳
句
会
（
七
月
十
七
日
）

兼
題
　
「
夏
の
山
」
　「
端
居
」
三
句
　
「
雑
」
二
句

席
題
　
「
茄
子
潰
」

米
　
片
言
に
反
抗
お
ぼ
ゆ
端
居
の
児
　
　
　
　

早
田
　
灰
鳥

米
　
九
十
九
折
更
に
嶺
あ
り
汗
を
拭
く
　
　
　

奥
山
　
甲
二

米
　
茄
子
潰
に
朱
塗
の
箸
を
添
え
に
け
り
　
　

斎
藤
黄
鰮
楼

米
　
も
ろ
く

の
憂
さ
飛
ば
し
け
り
夏
の
山
　
熊
田
　

一
陽

米
　
富
士
に
立
つ
夏
の
男
の
心
意
気
　
　
　
　
　
　

た
か
し

米
　
灯
さ
ず
端
居
に
星
の
数
拾
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
ヱ

米
　
夏
の
山
む
か
し
煬
に
て
刈
り
し
蛄
　
　
　
　
　
　

正
一

米
　
夏
山
や
白
頭
巾
行
く
白
法
子
　
　
　
　
　
　
　
　

廁
仏

米
　
灯
を
さ
け
て
言
葉
少
き
端
居
か
な
　
　
　
　
　
　

蔦
水

米
　
端
居
し
て
ふ
と
我
が
老
を
お
も
い
け
り
　
　
　
　

夢
泉

米
　
夏
の
山
玩
具
の
車
見
え
が
く
れ
　
　
　
　
　
　
　

雨
田

米
　
端
居
よ
し
び
わ
色
の
月
の
ぼ
り
見
て
　
　
　
　
　

山
月

米
　
夏
の
山
背
伸
び
し
て
い
る
送
電
塔
　
　
　
　
　
　

泰
山

米
　
黄
昏
や
端
居
欠
か
さ
ぬ
祖
父
な
り
き
　
　
　
　
　

吐
絹

米
　
妻
の
愚
痴
端
居
に
捨
て
て
立
ち
に
け
り
　
　
　
　

正
雄

米
　
客
攻
め
を
端
居
の
雲
に
の
が
れ
け
り
　
　
　
　
　

祥
子

米
　
沼
の
影
波
紋
に
く
ず
る
る
夏
の
山
　
　
　
　
　

ぱ
る
子

米
　
深
み
ど
り
湖
水
を
か
こ
む
夏
の
山
　
　
　
　
　

か
ね
子

米
　
夏
蔵
王
茂
吉
の
碑
あ
り
我
こ
こ
に
　
　
　
　
　
　

貞
子

米
　
切
札
の
な
き
日
を
夏
の
陽
に
出
で
す
　
　
　
　
　

栄
子
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